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1.環境省「ＥＳＧ地域促進事業（令和３年度）」
における取組の紹介
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3.環境省ＥＳＧ金融促進事業での取組
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3.サステナブルファイナンス専用新商品

3



4

参考：SDGｓローンの概要
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参考：SDGｓローンの概要
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2.地域課題解決に向けた支援策の事例
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2-1.ＥＳＧ金融とは

✓ ＥＳＧ金融とは、企業分析・評価を行う上で長期的な視点を重視し、環境・社会・ガバナンス情報を考慮した投
融資行動をとることを求める取組。

✓ つまり、従来の財務情報に加え、長期的視点に立ってＥＳＧ要素を考慮したＳＤＧｓ達成に貢献する投融資の
こと。

■ＥＳＧの要素

環境（Environment) 気候変動

温室効果ガス排出

水を含む資源の枯渇

廃棄物と汚染

森林破壊　等

社会　(Social) 労働環境（強制労働）

地域社会

紛争

健康と安全

雇用関係とダイバーシティ　等

ガバナンス　(Governance) 役員報酬制度

賄賂と汚職

ロビー活動と政治献金

経営陣の多様性と組織

税の透明性　等

出所：ＰＲＩ

財務情報等

長期的な視点

ＥＳＧ要素

ＳＤＧｓの実現

＋

＋

＝
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2-2.建築業者A社の事例 ～ネット・ゼロ・エネルギー・ハウスの普及促進に取組んでいる事例～

✓ A社は、SDGｓへの貢献を念頭に、環境への負荷を低減するために太陽光発電事業を推進するとともに、本業を
通じてZEH（ゼッチ：ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス※）の普及促進に取り組んでいる。

✓ この方針を更に推し進めるために、サステナビリティ・リンク・ローンを利用して資金を調達することとした。

✓ 自社のサステナビリティ向上につながるKPI（目標）を事前に定め、敢えてハードルの高いSPT目標（サステナビリ
ティ・パフォーマンス・ターゲット）を設定し、その目標を達成することによって社会への貢献も目指すこととした。

※ZEH：エネルギー収支を概ねゼロ以下にする住宅、家庭で使用するエネルギーを太陽光発電などで創り、1年間で消費するエネル
ギーの量を実質的にゼロ以下にする住宅のこと

出所：環境省
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2-3.サステナビリティ・リンク・ローンの融資スキーム ～取組については第三者評価機関が評価～

ご融資契約・挑戦目標の設定

取組結果のご報告・公表

レポーティング

八十二銀行

第三者評価機関

セカンドオピニオン

✓ サステナビリティ・リンク・ローンとは、SDGｓやESGに関する挑戦目標を定め、その達成状況に応じて金利引下げ等
のインセンティブを設定する融資の商品。

✓ 事業者さまは、本商品を活用することで気候変動問題への対応をはじめとするSDGｓやESGへの取組を投資家
等に訴求できる。

事業者さま
（A社）
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2-4.A社の設定した目標内容

✓ A社は、住宅事業と太陽光発電事業が事業の柱であるが、環境配慮型企業としてZEHの普及促進を目指すこと
の重要性が高まっていると判断。

✓ 住宅を施工する自社が持続可能な企業を目指すには、ZEHの取り組みを加速させる必要があると考え、具体的に
ZEH比率を具体的な目標値とすることにし、その達成水準を敢えて高いものとした。

◼ 目標設定

戸建て住宅におけるZEHの普及割合（ZEH比率）
計算式：ZEH建築件数÷戸建て住宅建築件数

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

9% 14% 14% 19% 23%

SPT 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

（挑戦目標） 20% 25% 30% 35% 55%

実績
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2-5.A社の目標設定の水準 ～一般工務店平均の8.6％に対して大手ハウスメーカー平均を上回る55％を設定～

✓ ZEHビルダー/プランナー実績報告によると、2019年度のZEH比率は、業界平均が20.6％、A社が属する一般工
務店の平均は8.6％。

✓ A社が設定した挑戦目標は、業界平均を上回る野心的な目標。

27.4%

34.4%

42.4%
47.9%

4.7% 6.2% 7.6% 8.6%
11.9%

15.4%
19.2% 20.6%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

大手ハウスメーカー 一般工務店 全体

出所：ZEHロードマップフォローアップ委員会「更なるZEHの普及促進に向けた今後の検討の方向性等について」

◼ 市場動向や過去実績からみたSPT目標の水準感
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参 考 資 料
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Appendix：八十二銀行が創出する価値 ～マテリアリティ（重点課題）を特定し、地域の発展に貢献する～

E（環境）関連

・気候変動対策
・脱炭素化の対応
・環境資源の保全

S（社会）関連

・新産業の創出
・基幹産業の振興
・少子化/高齢化/過疎化への対応
・デジタライゼーションの推進
・ダイバーシティ＆インクルージョンの推進
・人材育成

G（ガバナンス）関連

・データセキュリティの強化
・情報開示の充実
・コンプライアンスの徹底

中期経営ビジョン2021
「金融×非金融×リレーション」でお客さまと地域を支援する

テーマ１ 経営の根幹としてのサステナビリティ
テーマ２ ライフサポートビジネスの深化
テーマ３ 総合金融サービス・機能の提供
テーマ４ 業務・組織のデジタル化
テーマ５ 成長とやりがいを支える人事改革

サステナブルファイナンス目標

2021年度～2030年度（10年間）
累計実行 1.5兆円
うち環境分野 1兆円

お客さまとともに目指す

ビジネスモデルを変革していくための５つのテーマ
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Appendix：持続可能な社会の実現に向けて ～八十二銀行グループＳＤＧｓ宣言～

八十二銀行グループ
SDGｓ宣言

八十二銀行グループは、全役職員が主体的に地域の課題解決に取り組み、
地域の皆様とともにSDGｓが目指す持続可能な社会の実現に努めてまいります。

重点テーマ 主な取組み

環

境

・自然豊かな長野県の環境を守る

・温暖化防止に向けて積極的に行動する

・環境経営においてリーダーシップを発揮する

・生物多様性保全・環境ボランティア活動の実施

・環境負荷低減活動の実施・地域の脱炭素化の推進

・環境ビジネスの支援

・環境大臣認定「エコファースト企業」としての取組強化

経

済

・地域経済の持続的発展に貢献する

・地域産業のイノベーションを支援する

・金融仲介機能の安定的発揮

・お客さまに寄り添う営業活動

・コンサルティング機能の強化・産学官連携の強化

・お取引先のSDGｓ取組支援

社

会

・安心・安全・便利な暮らしに貢献する

・多様な人材が活躍できる職場をつくる

・先進的でアクセスしやすい金融システム・サービスの提供

・金融リテラシーの普及・向上

・地域文化の振興

・ダイバーシティの推進
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【本資料に関する注意事項】

◼ 本資料は情報提供のみを目的としたものであり、融資の勧誘や特定の会社との取引を推奨することを目的として作
成されたものではありません。

◼ 本資料で提供している情報は万全を期していますが、その情報の完全性を保証しているものではありません。
◼ 本資料に掲載されている意見は、発表者個人に属し、筆者が所属する組織の公式見解を示すものではありません。


